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平
成
二
十
六
年
六
月
二
八
日
・
七
月
五
日
（
土
）
の

解
読
講
座
Ⅰ

で
は
、
「
町
触
控
」
（
資
料
番
号
Ａ
３
１

７
―
５
７
―

２
０
）
等
を
教
材
に
使
用
し
ま
し
た
。
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其

方

へ

も

可

被

申

渡

候

以

上

八

月

古
文
書
解
読
と
い
う
と
、
「
ま
ず
、
く

ず
し
字
を
読
め
る
こ
と
」
と
考
え
る
方
が

多
い
で
し
ょ
う
。
一
方
で
、
古
文
書
に
は

独
特
の
ル
ー
ル
や
言
い
回
し
が
あ
り
、
そ

れ
を
知
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

★
①
の
空
白
は
後
に
続
く
言
葉
に
対
し

て
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
、
「
闕
字
（
け

つ
じ
）
」
と
言
い
ま
す
。

★
②
も
同
様
に
敬
意
を
表
し
て
改
行
し

た
も
の
で
、
「
平
出
（
へ
い
し
ゅ
つ
）
」
と

言
い
ま
す
。

闕
字
や
平
出
に
続
く
言
葉
は
「
屋
形
様
」

「
若
殿
様
」
な
ど
人
物
が
多
い
で
す
が
、

「
公
儀
」
「
城
」
の
よ
う
に
、
藩
組
織
や

そ
の
象
徴
と
な
る
建
物
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
闕
字
や
平
出
が
使
わ
れ
て
い

る
言
葉
は
「
御
紋
服
」
。
藩
主
か
ら
拝
領

し
た
品
で
あ
れ
ば
、
着
物
一
枚
で
も
敬
意

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
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